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※　プロポーザル審査委員会に学識経験者を含めた場合、「審査委員会」の欄に○を付ける。この場合、個別の意見聴取は省略できる。

　　学識経験者の欄が不足する場合は、「別紙のとおり」と記載して名簿等を添付すること。

備　　考
評価項目毎の得点

順位
企業実績 ﾋｱﾘﾝｸﾞ

総得点
技術提案配置技術者 業務実施方針

 

 

 

 

 

株式会社建設技術研究所福島事務所

参加者（技術提案書の提出者）

発注種別　土木設計

審査委員会 ②の意見聴取

①募集要領（評価基準）の策定

意見聴取月日

学識経験者意見聴取結果

意見の適否

対象業務の選定

一次審査

②技術提案書の特定

意見聴取月日

平成　　年　　月　　日令和7年7月24日

平成　　年　　月　　日

令和7年7月24日

平成　　年　　月　　日

所在地

福島県福島市大町7-25

平成　　年　　月　　日

29.0 32.0 135.8

平成　　年　　月　　日

 

 

25-41320-0092 河川計画検討業務委託（河川・補助） 工　　期

参加者　1者

10.0

氏名

福島河川国道事務所 副所長 畑井　言介

特定都市河川検討業務一式

令和８年３月３１日限り

委託業務箇所 郡山市田村町谷田川地内外

委託業務番号

路線河川地区名

開
催
年
月
日

　公募型プロポーザル方式審査結果

意見なし

意見なし

意見の適否

委託業務の概要

委託業務名

学識経験者の職・氏名

46.018.8

 

 

平成　　年　　月　　日

入札参加条件等審査委員会
委託者決定

職業等

袖林　淳福島河川国道事務所 副所長

令和7年7月23日

谷田川筋外

募集要領
（評価基準）

二次審査

令和7年9月8日
プロポーザル審査委員会

令和7年9月11日令和7年8月29日

令和7年9月25日
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